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神
院
大
で
共
に
学
び
、神
戸
で
挙
式

阪
神

・
淡
路
大
震
災
が
起
こ

っ
た
１
９
９
５
年
生
ま
れ
の
男
性
と
、
高

校
時
代
か
ら
防
災
を
学
ん
で
い
る
女
性
が
１３
日
、
神
戸
で
結
婚
式
を
挙
げ

た
。
２
人
は
大
学
の
先
輩
後
輩
で
共
に
防
災
を
専
攻
し
、
関
連
の
仕
事
に

も
就
い
た
。
命
の
大
切
さ
に
向
き
合
い
続
け
る
２
人
は
、
２５
年
の
節
目
の

年
、
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

（太
中
麻
美
、
杉
山
雅
崇
）

家族らや友人から結婚の祝福を受ける岡本大三さん(手前右)と前田緑さん(同
左)=13日午前、神戸市中央区北野町1(撮影・鈴木雅之)
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「力合わせ、記憶と教訓伝えたい」
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共
に
神
戸
市
出
身
の
岡
本
大
三
さ

ん
（２４
）
と
前
田
緑
さ
ん
（３３
）
。

大
三
さ
ん
は
９５
年
１１
月
、
同
市
垂

水
区
生
ま
れ
。
震
災
に
つ
い
て
は
「倒

れ
て
き
た
テ
レ
ビ
か
ら
兄
を
守
ろ
う

と
、
母
が
覆
い
か
ぶ
さ

っ
た
、
と
よ

く
聞
か
さ
れ
た
」
と
い
う
。
神
戸
学

院
大

（同
市
中
央
区
）
の
環
算
仁
会

学
部
社
会
防
災
学
科
１
期
生
で
、
卒

業
後
は
消
防
設
備
を
扱
う
会
社
で
働

い
て
い
る
。

緑
さ
ん
は
震
災
当
時
、
小
学
２
年

生
。
同
市
西
区
の
実
家
は
半
壊
し
、

親
戚
宅

に
避
難
し
た
。
震
災
を
機

に
新
設
さ
れ
た
兵
庫

県
立
舞
子
高

校
環
境
防
災
科

の
１
期
生
。
全
国

に
例
の
な
い
学
科
で
、
教
師
も
生
徒

も
体
当
た
り
で
防
災
を
学

ん
だ
。

個
性
派
ぞ
ろ
い
の
１
期
生
の
中
で
、

緑
さ
ん
は
リ
ー
ダ
ー

の

一
人
だ

っ

た
。同

じ
く
神
戸
学
院
大
に
進
み
、
防

災
教
育
の
ゼ
ミ
に
所
属
。
現
在
は
同

大
職
員
と
し

て
防
災
教
育

に
携
わ

り
、
教
授
や
学
生
を
支
え
て
い
る
。

２
人
の
出
会
い
は
大
学
の
ゼ
ミ
。

緑
さ
ん
が
指
導
役
で
、
学
生
の
中
に

大
三
さ
ん
が
い
た
。
小
学
校
で
出
前

授
業
を
し
た
り
、
教
材
を
作

っ
た
り

す
る
う
ち

「気
付
い
た
ら

一
緒
に
い

た
」
。

昨
年
９
月
、
９５
年
生
ま
れ
を
対
象

に
挙
式
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
式
場
の
企

画
に
応
募
。
担
当
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
日

名
春
奈
さ
ん
（２５
）
は
、
２
０
１
８
年

７
月
の
西
日
本
豪
雨
で
被
害
を
受
け

た
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
の
出
身
。

実
家
は
半
壊
し
、
両
親
は
避
難
中
に

ボ
ー
ト
が
転
覆
し
て
流
さ
れ
、
数
時

間
後
に
救
出
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
２
人
。
披
露
宴

で
は
、
宮
城
県
石
巻
産
の
ホ
タ
テ
や

同
県
気
仙
沼
産
の
お
茶
を
出
し
た
。

日
名
さ
ん
は

「結
婚
式
に
災
害
の
要

素
を
取
り
入
れ
る
の
は
珍
し
い
が
、

お
二
人
が
紡
が
れ
て
き
た
縁
を
感
じ

ら
れ
る
の
で
は
」
と
話
す
。

式
場
に
は
家
族
や
友
人
、
恩
師
ら

約
８０
人
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。
県
立
舞

子
高
校
環
境
防
災
科
の
初
代
科
長
を

務
め
た
諏
訪
清
二
さ
ん
（５９
）
は

「緑

さ
ん
に
は
、
周
囲
を
引
き
込
む
力
が

あ
る
。
大
三
さ
ん
と
な
ら
力
も
２
倍

に
な
る
と
思
う
の
で
、
防
災

へ
の
思

い
を
未
来
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と

祝
福
し
た
。

大
三
さ
ん
は

「力
を
合
わ
せ
て
、

あ
の
日
の
記
憶
と
教
訓
を
伝
え
て
い

き
た
い
」
と
決
意
。
寄
り
添
う
緑
さ

ん
は
、
涙
を
ぬ
ぐ

っ
た
。

「震
災
は

つ
ら
い
こ
と
だ
け
ど
、
そ
こ
か
ら
の

歩
み
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
夫
と
出

会
え
た
」

年

「災害はいつか自分にも起こる。備えたい」神戸の新成人
「成人の日」の13日 、兵庫県内17

市町で成人式が開かれた。阪神・ 淡

路大震災の 4～ 5年後に生まれ、街
の復興 とともに育 つた世代。神戸の

会場では新成人が、直接には知 らな

い震災 の記憶 をつな ぐ思 いを言吾っ

た。

震災で 1更て喜遠趙百線が三凄 _た
現場月近 く ,こ喜をす玉 :反天 2三 _~■

阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
映
像
を
童

る
新
成
人
＝
１３
日
午
後
、
神
戸
吉

ビ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸

（撮
影

。
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